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７ 都市空間 
～魅力と活力のある都市の形成～ 

基本目標21 公共交通を中心とした集約型のまちにします 

基本目標22 札幌の顔となる魅力と活力あふれる都心にします 

基本目標23 都市の価値を高めるみどりを生かしたまちにします 

基本目標24 都市基盤が適切に維持・保全されるまちにします 



164 

基本目標２１ 

公共交通を中心とした集約型のまちにします               

①③まちづくりの計画・動き 

将来のまちの姿-１ 

都心や地下鉄駅の周辺などに、多様な都市機能が集積され、様々な交流やにぎわい

が生まれています。 

データからわかる現在のすがた 

①都心や地域交流拠点等の機能向上を図るため、良好な民間開発への支援を行うな

ど、各拠点の特性に応じて官民連携による協働でまちづくりを推進しており、実容

積率は上昇しています。 

②都心では、建て替え等によるまちのリニューアルが進んでいます。また、札幌駅前通

の歩行者交通量は増加しており、チ・カ・ホ開通前の平成 22 年度（2０1０ 年度）は

3.７ 万人（平日）でしたが、チ・カ・ホ開通後の令和元年度（2０1９ 年度）は ９ 万人

（平日）となっています。 

③地域交流拠点等では、地下鉄新さっぽろ駅周辺、ＪＲ 苗穂駅周辺などにおいて再開

発事業が実施されています。 

＜資料＞札幌市 



16５ 

①②都心部で実施されている再開発事業等 

①都心、地域交流拠点における実容積率 

実容積率     （％） 
２０１１ 

年度 

２０１８ 

年度 

都心 21９  231  

地域交流拠点 ９3  ９９  

＜資料＞札幌市 

＜資料＞札幌市 
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②札幌駅前通の歩行者交通量 

（平日） 

（休日） 

＜資料＞札幌市 

（札幌市都心商店街通行量調査結果を参照） 



16７ 

①日常生活サービスの徒歩圏人口カバー率 

将来のまちの姿-２ 

都心の周辺部や地下鉄の沿線では、生活関連サービスの充実などにより、利便性の

高い暮らしの場が形成されています。一方、郊外の住宅地では、ゆとりある良好な環

境を生かした暮らしをしています。 

データからわかる現在のすがた 

①都心の周辺部や地下鉄沿線を中心に、徒歩圏内に医療、福祉、商業施設等の日常生

活サービスに係る施設が立地しており、徒歩圏人口カバー率は ７８.５％となってい

ます。 

②地域交流拠点等では、拠点としての機能向上を図るため、「地域交流拠点等におけ

る緩和型土地利用計画制度等の運用方針」を策定するなど、建物の建て替え更新

を促進しており、地域交流拠点の区域内の実容積率は上昇しています。また、市民

アンケートでは、利便性の高い環境で暮らしたい人が多くなっています。 

③ 一般住宅地等では、住環境の維持・保全を図るため、用途地域の見直し等を行いま

した。市民アンケートでは、現在、住んでいる環境に満足している方が多くなってい

ます。 

徒歩圏人口

カバー率

７８.５％

徒歩圏人口

非カバー率

21.５％

＜資料＞札幌市 

※日常生活サービス徒歩圏カバー率：医療、福

祉、商業施設及び基幹的公共交通路線の全て

を徒歩圏で享受できる人口割合。 



16８ 

②住みたいと思う地域 

③現在住んでいる地域に、ずっと住み続けたい最大の理由 

＜資料＞札幌市 

＜資料＞札幌市 



16９ 

①日用品の買い物の徒歩圏人口カバー率 

将来のまちの姿-３ 

日用品の買い物など、日常生活に必要なことは身近な場所で行えるとともに、市内の

各地域をつなぐ公共交通網により、多様な都市機能が利用できることで、自動車を運

転しなくても困らない暮らしをしています。 

データからわかる現在のすがた 

①市街化区域のほぼ全域において、徒歩圏内に商業施設があり、日用品の買い物など

は身近な場所で行うことができ、徒歩圏人口のカバー率は ８７.3％となっていま

す。 

②市街化区域のほぼ全域において、地下鉄・ＪＲ 駅や路線バスなどの公共交通による

移動が可能となっており、公共交通徒歩圏人口カバー率は ９3.2％となっていま

す。 

③公共交通の満足度に関する調査では、「満足している」「やや満足している」はやや減

少しており、平成24年度（2０12年度）は７4.７％でしたが、平成3０年度（2０1８

年度）は 6５.4％となっています。一方、「あまり満足していない」「満足していない」

も減少傾向にあり、平成24年度（2０12年度）は2０.７％でしたが、平成3０年度

（2０1８年度）は 1５.９％となっています。 



1７０ 

②市街化区域の公共交通徒歩圏人口カバー率 

③公共交通に対する満足度割合の推移 

＜資料＞札幌市 

＜徒歩圏カバー区域の設定＞
地下鉄・JR：800m
バス・市電：300m

93.2％

市街化区域の
公共交通徒歩圏
人口カバー率

＜資料＞札幌市 



1７1 

①公共交通利用者数の推移 

２０１０年度 ２０１８年度 

ＪＲ 1９７ 千人 223 千人 

地下鉄 ５61 千人 631 千人 

バス 2８９ 千人 2８８ 千人 

路面電車 2０ 千人 24 千人 

タクシー 161 千人 13７ 千人 

公共交通全体 1,22８ 千人 1,3０3 千人 

②運輸部門のＣＯ2排出量 

将来のまちの姿-４ 

市民や企業は公共交通をみんなで支える意識を持ち、更に利用者の利便性が向上す

ることで、積極的に公共交通を利用しています。これにより、過度な自動車の利用が

控えられ、移動にかかるエネルギー消費を抑えた社会となっています。 

データからわかる現在のすがた 

①公共交通利用者数は増加傾向にあり、平成22年度（2０1０年度）は1,22８千人で

したが、平成3０年度（2０1８年度）は 1,3０3千人となっています。 

② 運輸部門における ＣＯ2排出量は大きく減少しておらず、平成 24 年度（2０12 年

度）は約266万ｔ-ＣＯ2でしたが、平成3０年度（2０1８年度）は約2５９万ｔ-ＣＯ2

となっています。 

＜資料＞札幌市 

26５.6 2７3.1 
262.８ 2５９.2 2５７.８ 263.０ 2５９.1 

０.０

1００.０

2００.０

3００.０

2０12 2０13 2０14 2０1５ 2０16 2０1７ 2０1８

（万ｔ）

（年度）

＜資料＞札幌市 



1７2 

①エレベーター設置駅数（地下鉄＋ＪＲ） 

②歩道のバリアフリー整備状況 

（ｋｍ） 
２０１０ 

年度 

２０１６ 

年度 

２０１９ 

年度 

歩道のバリアフリー整備状況 1０6  1８1  211  

将来のまちの姿-５ 

道路ネットワークの維持・充実が図られるとともに、駅施設やその周辺などのバリア

フリー化が進むことにより、安全で快適な交通環境が実現しています。 

データからわかる現在のすがた 

①地下鉄駅や ＪＲ 駅などの旅客施設のバリアフリー化を進めており、平成 2５ 年度

（2０13 年度）から令和元年度（2０1９ 年度）までに６つの駅にエレベーターを設置

しています。 

②地下鉄・ＪＲ駅や地域交流拠点の周辺などでは、重点的に歩道のバリアフリー化を進

めており、歩道のバリアフリー化済み延長としては、平成 22 年度（2０1０ 年度）時

点では1０6ｋｍでしたが、令和元年度（2０1９年度）には211ｋｍとなっています。 

２０１３
年度

２０１４
年度

２０１５
年度

２０１６
年度

２０１7
年度

２０１８
年度

２０１９
年度

合計

駅数 ０ 1 1 1 ０ 1 2 6

＜資料＞札幌市 

＜資料＞札幌市 



1７3 

①丘珠空港における利用者数の推移 

131,７22 

161,８０6 
1７3,９2０ 1７９,4９1 

214,32０ 

2５1,1７９ 
266,０41 26７,462 

０

1００,０００

2００,０００

3００,０００

2０12 2０13 2０14 2０1５ 2０16 2０1７ 2０1８ 2０1９

（人）

（年度）

将来のまちの姿-６ 

高速道路と都心のアクセス性の向上や、北海道新幹線など広域的な交通ネットワーク

の整備が進められ、観光や物流の面で北海道経済の活性化にも貢献しています。 

データからわかる現在のすがた 

①近年、新たに静岡線や松本線を開設するなど、丘珠空港の利用者数は増加してお

り、令和元年度（2０1９年度）では26７,462人となっています。 

②2０3０ 年度末の北海道新幹線札幌開業に向け、新函館北斗駅から札幌駅までの約

212ｋｍ について平成24年（2０12 年）に工事実施計画の認可受け、平成 3０年

度（2０1８年度）より準備工事等に着手しています。 

③札幌市は人口1００万人以上の政令指定都市の中で、都心から高速道路までの距離

が最も遠く、特に冬期は速達性・定時性が確保されていない状況です。都心と高速

道路のアクセス性を向上させるため、創成川通の機能強化に向けた検討を国など

の関係機関と連携して進めており、令和元年度（2０1９ 年度）には国が行う一般国

道５号創成川通の計画段階評価において、都心アクセス道路の整備方針が地下整

備案に決定し、令和2年度に札幌市の都市計画決定に位置付けました。 

＜資料＞国土交通省空港管理状況調書 



1７4 

②北海道新幹線札幌延伸開業 

③人口 １００万人以上の政令指定都市における都心駅から最寄り ＩＣ間距離の比較 

③地下整備案イメージパース

＜資料＞札幌市 

＜資料＞札幌市 

＜資料＞北海道開発局 

4.6 

3.５ 

1.6 1.５ 1.4 1.3 

０.５ ０.５ ０.５ ０.4 ０.3 

０.０

1.０

2.０

3.０

4.０

５.０

札
幌
市

川
崎
市

京
都
市

仙
台
市

神
戸
市

さ
い
た
ま
市

大
阪
市

名
古
屋
市

福
岡
市

横
浜
市

広
島
市

（ｋｍ）



1７５ 

基本目標２２ 

札幌の顔となる魅力と活力あふれる都心にします            

①都市機能の集積や魅力ある都市空間の創出 

将来のまちの姿-１ 

市民を始め、国内外からも多くの人が訪れる都心には、高次な都市機能が集積してい

るとともに、多様な活動を支える場など、人を中心とした魅力ある空間が形成されて

います。 

データからわかる現在のすがた 

①都心では「第２次都心まちづくり計画」を策定し、高次な都市機能の集積や魅力ある

都市空間の創出を誘導しており、札幌駅前通の歩行者交通量が増加しています。 

②都心では、更新時期を迎える建物が、今後 1０ 年間で一層増加する見込みとなって

います。 

③北3条広場（アカプラ）や札幌駅前通地下歩行空間など、官民連携により、周辺民間

施設と連動したにぎわいを創出する公共的空間が整備されています。 

＜資料＞札幌市 

（都心部で実施されている再開発事業等 



1７6 

（札幌駅前通の歩行者交通量・平日） 

3.５ 

1.1 

3.０ 

５.4 

6.０ 

6.５ 

９.０ 

０.０

2.０

4.０

6.０

８.０

1０.０

2００９ 2０1０ 2０11 2０12 2０13 2０14 2０1５ 2０16 2０1７ 2０1８ 2０1９

地上

地下

（万人）

（年度）

＜資料＞札幌市 

（札幌市都心商店街通行料調査結果を参照） 

2.2 
1.1 

2.７ 

4.５ 

５.2 

５.6 

７.９ 

０.０

2.０

4.０

6.０

８.０

1０.０

2００９ 2０1０ 2０11 2０12 2０13 2０14 2０1５ 2０16 2０1７ 2０1８ 2０1９

地上

地下

（万人）

（年度）

（札幌駅前通の歩行者交通量・休日） 



1７７ 

②都心の建物の建替時期の予測イメージ 

③北３条広場 

０

2５

５０

７５

1００

2０2０ 2０3０ 2０５０

（％）

（年）

建物建替の

ピーク

＜資料＞札幌市 

※国税庁の耐用年数表に基づき、耐用年数を迎えた建物から建替を想定し、 

 建替面積の累積イメージを表示 



1７８ 

①地下歩行空間（チ・カ・ホ）の各広場の稼働率 

将来のまちの姿-２ 

創造的な活動の発信や担い手の育成など、文化と活力を創造する取組が展開されて

います。 

データからわかる現在のすがた 

①北 3 条広場（アカプラ）や札幌駅前通地下歩行空間の広場においては、文化的なイ

ベントなど賑わいを創出する様々な活動が展開されています。 

②都心の新たな文化芸術の拠点として、平成3０年（2０1８年）1０月に札幌市民交流

プラザが開館しました。初年度の文化芸術劇場ホール及び交流センター利用率は

９０％超、来館者数実績は約 113万人といずれも高くなっています。 

＜資料＞札幌市 

地下歩行空間（チ・カ・ホ） 北3条広場（アカプラ） 

２０１２
年度

２０１３
年度

２０１４
年度

２０１５
年度

２０１６
年度

２０１7
年度

２０１８
年度

平日 6７.７％ ８3.1％ ９6.4％ ９５.０％ ９５.９％ ９５.５％ ９５.6％

休日 ８4.７％ ９０.6％ ９８.3％ ９８.０％ ９９.2％ ９７.５％ ９6.2％

平日 1００.０％ 1００.０％ 1００.０％ 1００.０％ 1００.０％ 1００.０％ 1００.０％

休日 1００.０％ 1００.０％ 1００.０％ 1００.０％ 1００.０％ 1００.０％ 1００.０％

平日 42.2％ 44.８％ ９3.6％ ９4.０％ ９3.５％ ９2.７％ ８９.９％

休日 44.０％ 4９.6％ ９6.6％ ９７.０％ ９4.1％ ９０.７％ ９2.５％

平日 6５.０％ ８８.７％ ９4.０％ ９4.０％ ９3.９％ ９3.５％ ９3.4％

休日 ７3.3％ ８５.５％ ９4.０％ ９７.０％ ９6.6％ ９6.6％ ９５.８％

平日 ９2.4％ ９2.８％ ９4.1％ ９4.０％ ９4.1％ ９2.８％ ９1.９％

休日 ９6.3％ ９７.3％ ９6.3％ ９6.０％ ９6.1％ ９５.８％ ９3.５％

場所

北3条広場

北大通広場

憩いの空間

西

東

西

東

（短期枠）
10カ所



1７９ 

②札幌市民交流プラザの利用実績 

２０１８
年度

札幌文化芸術劇場ホール
利用率

９1.８％

札幌文化芸術劇場交流センター
利用率

９０.6％

来館者数（図書・情報館含む） 1,12９,1０７人

＜資料＞札幌市 



1８０ 

①都心の緑被分布図、種別ごとの緑被面積及び緑被率 

将来のまちの姿-３ 

豊かなみどりが充実することにより、うるおいや風格が感じられる都心にふさわしい

街並みが形成されています。 

データからわかる現在のすがた 

①都心では大通公園や中島公園を始め、近年では創成川公園などを整備しています

が、令和元年度（2０1９ 年度）における都心の緑被率は 13.4５％であり、市街化区

域の緑被率21.6％と比較して低い状況です。 

②「さっぽろ都心みどりのまちづくり助成制度」を運用し、民間によるみどりの創出を

支援しています。 

③都心の施設の緑化の充実に関する市民意識では、「足りていない」「どちらかという

と足りていない」が約半数を占めています。 

（都心の緑被分布図） 

＜資料＞札幌市 



1８1 

②さっぽろ都心みどりのまちづくり助成制度の助成実績 

③都心の施設の緑化の充実について 

足りている

1０.５％

どちらかというと

足りている

2７.3％

どちらかというと

足りていない

33.５％

足りていない

13.５％

わからない

13.3％

無回答

1.９％

面積（ｈａ） 緑被（％） 面積（ｈａ） 緑被（％）

樹林樹木 2９.７０ ７.2７ 1,９62 ７.８

草地 11.6５ 2.８５ 2,５９０ 1０.4

農地 ０.０９ ０.０2 3７3 1.５

水面 1.９０ ０.4７ 1９6 ０.８

街路樹 11.５6 2.８3 2７4 1.1

緑被地 ５4.８９ 13.4５ ５,3９５ 21.6

区域面積 4０８.2７ 2５,０1７

都心部設定区域 市街化区域

（令和元年度（2０1９年度）における種別ごとの緑被面積及び緑被率） 

＜資料＞札幌市 

２０１３～
２０１８年度

さっぽろ都心みどりのまちづくり
助成制度の助成実績

12件

＜資料＞札幌市 

（公共施設について） （民間施設について） 

足りている

９.4％

どちらかというと

足りている

22.８％

どちらかというと

足りていない

34.７％

足りていない

1８.6％

わからない

13.1％

無回答

1.５％

＜資料＞札幌市 



1８2 

①部門別二酸化炭素排出量の推移 

②札幌市全体に対する都心エリアのＣＯ２排出量が占める比率 

将来のまちの姿-４ 

エネルギーの効率的な利用などにより、先駆的な環境低負荷型のまちづくりが展開

されています。 

データからわかる現在のすがた 

①札幌市における ＣＯ2 の総排出量は減少傾向にあります。また、民生部門（業務・家

庭）からの排出量が約７割を占めています。 

②札幌市全体に対する都心の面積は約 ０.3％にもかかわらず、ＣＯ2 排出量は、業務

部門において、1８.3％と特に高い割合を占めているため、都心でのエネルギーの

効率的な利用に向け、エネルギーネットワークの整備や自立分散型エネルギー供給

拠点の整備を進めています。 

５０７ 4８3 4８1 433 436 43５ 4０6 

443 424 4０８ 4０７ 3９1 4０1 3７4 

計1,314 1,2８2 1,2５７ 
1,2０1 1,1７3 1,1９０ 

1,131 

０

５００

1,０００

1,５００

2,０００

2０12 2０13 2０14 2０1５ 2０16 2０1７ 2０1８

エネルギー転換 廃棄物

産業 運輸

民生業務 民生家庭

(万ｔ)

(年度）

＜資料＞札幌市 

都心エリア
（ｔ-ＣＯ２/年）

札幌市全体
（ｔ-ＣＯ２/年）

都心/市全体

業務部門 ８12,５７８ 4,432,2７０ １８.３％

家庭部門 66,００3 ５,０７4,５4７ 1.3％

合計 ８７８,５８1 ９,５０6,８1７ ９.2％

・札幌市全体に対する都心エリアのＣＯ2排出量が占める比率（平成24年（2０12年）） 

＜資料＞札幌市 



1８3 

・札幌市のＣＯ2排出量〔５００ｍメッシュ（平成24年（2０12年））〕 

＜資料＞千葉大学 

・都心におけるネットワークへの接続建物数 

＜資料＞札幌市 

1０6 

1０2 

９９ 
1００ 

９８ 

９6 
９７ 

1０3 

８５

９０

９５

1００

1０５

11０

2０12 2０13 2０14 2０1５ 2０16 2０1７ 2０1８ 2０1９

（棟）

（年度）



1８4 

将来のまちの姿-５ 

市民や企業などが主体となった都心のまちづくりにより、それぞれの地域特性に合

わせた良好な環境が形成され、地域の価値の維持・向上が図られています。 

データからわかる現在のすがた 

①都心の地区・街区ごとのエリアマネジメントの推進のため、大通地区や札幌駅前通

地区、創成東地区では、まちづくり会社が設立されています。 

②まちづくり会社が主導する、地区の将来像を共有するためのビジョンや再開発等を

見据えた地区計画の策定を支援しています。 

まちづくり会社設立件数 3件
エリアマネジメントによる
プロジェクトへの支援件数

2件

＜資料＞札幌市 ＜資料＞札幌市 

①まちづくり会社設立件数 ②エリアマネジメントによる 

 プロジェクトへの支援件数 



1８５ 

将来のまちの姿-６ 

都心は北海道の中心としての役割を果たしながら、国内外に札幌・北海道の魅力を発

信し続けるとともに、市民生活の豊かさを享受できる場が創出されています。 

データからわかる現在のすがた 

①北１西１地区において、新たな活動や交流を生み出す官民連携の複合施設として、

さっぽろ創世スクエアが平成3０年（2０1８年）に誕生しました。 

②札幌駅交流拠点北 ５西 1・西 2 地区再開発基本構想を令和元年（2０1９ 年）1０ 月

に策定し、2０2９ 年秋全体竣工・供用開始を目指しています。また、現在、中島公園

駅周辺地区において、まちづくり基本構想策定に向けた検討及び新 MＩＣＥ 施設整

備を推進しています。 

①さっぽろ創世スクエア ②札幌駅交流拠点北５西 １・西 ２地区再開発 

 （目標年：２０２９年） 

＜資料＞札幌市 



1８6 

基本目標２３ 

都市の価値を高めるみどりを生かしたまちにします           

①札幌市の都市公園数の推移 

16 

５５ 

1８3 

4０3 

９3８ 

1,５42 

1,９０3 

2,163 

2,4０1 

2,５５6 

2,643 

2,７1７ 

2,７36 

2,７4０ 

2,７41 

2,７41 

０ 1,０００ 2,０００ 3,０００

1９５８

1９63

1９6８

1９７3

1９７８

1９８3

1９８８

1９９3

1９９８

2００3

2００８

2０13

2０16

2０1７

2０1８

2０1９

（箇所）

2０11 第3次札幌市みどりの基本計画策定

2００1 札幌市緑の保全と創出に関する条例制定

1９９９ 第2次札幌市緑の基本計画策定

1９９3 公園全面再整備事業開始

1９８2 札幌市緑の基本計画策定

1９７５ 児童公園1００箇所作戦開始

1９７2 オリンピック開催・整理指定都市へ移行

1９66 札幌オリンピック開催決定

2０2０ 第4次札幌市みどりの基本計画策定

将来のまちの姿-１ 

市街地では、うるおいと安らぎを与えるみどりと、憩いや交流の場として活用される

オープンスペースが十分にあり、それらを生かした、市民に親しまれる良好な都市景

観が形成されています。 

データからわかる現在のすがた 

①札幌市における公園数は2,７００か所を超え、政令指定都市の中で最も多い数とな

っています。 

②しかし、その配置は地域的な偏りがあり、特に都心部等では少ない状況です。 

③公園や緑地に関する市民意識によると、「公園の再整備と機能の見直し」等が求め

られています。 

＜資料＞札幌市 



1８７ 

②公園の必要性が高い地域 

③みどりの現状で不足していること 

＜資料＞札幌市 

＜資料＞札幌市 



1８８ 

①区域ごとの緑被面積および緑被率 

将来のまちの姿-２ 

市街化調整区域では、森林や農地などの保全が図られているとともに、その特質を

生かした土地利用が行われています。 

データからわかる現在のすがた 

①令和元年度（2０1９ 年度）における市街化調整区域の緑被率は ８6.８％と非常に高

くなっております。 

②農地面積は減少傾向にあり、農地が草地などに置き換わっていると推測されます。 

（都市計画区域全体の緑被分布図） 

＜資料＞札幌市 



1８９ 

②都市計画区域の緑被面積の経年推移 

面積（ｈａ） 緑被（％） 面積（ｈａ） 緑被（％） 面積（ｈａ） 緑被（％）

樹林樹木 22,623 3９.3 1,９62 ７.８ 2０,662 63.５

草地 ７,０34 12.2 2,５９０ 1０.4 4,444 13.７

農地 2,９０1 ５.０ 3７3 1.５ 2,５2８ ７.８

水面 ７７９ 1.4 1９6 ０.８ ５８3 1.８

街路樹 2８９ ０.５ 2７4 1.1 1５ ０.０

緑被地 33,62７ ５８.4 ５,3９５ 21.6 2８,232 ８6.８

区域面積 ５７,５41 2５,０1７ 32,５24

都市計画区域全体 市街化区域 市街化調整区域

（令和元年度（2０1９年度）区域ごとの緑被面積および緑被率） 

＜資料＞札幌市 

21,８７８ 22,1７3 22,4９6 22,９12 

4,９９4 ５,16９ ５,８０1 ７,０34 
4,1８８ 3,11５ 2,９3８ 

2,９０1 
７００ ７6９ ７８０ 

７７９ 

０

1０,０００

2０,０００

3０,０００

4０,０００

1９９6 2００７ 2０14 2０1９

水面 農地 草地 樹林地

(ｈａ)

(年度）

＜資料＞札幌市 



1９０ 

基本目標２４ 

都市基盤が適切に維持・保全されるまちにします             

将来のまちの姿-１ 

市民の生活や都市活動を支え続けるために、老朽化が進んでいく上下水道などの都

市基盤施設や市有建築物のライフサイクルコストの縮減につながる計画的かつ効率

的な維持・保全が進められています。 

データからわかる現在のすがた 

①道路、橋梁、上下水道等などの都市基盤施設や市有建築物は、各種計画に基づき、

ライフサイクルコストの縮減につながる効率的な維持・更新等を進めています。 

①インフラや市有建築物の効率的な維持と計画的な更新 

（橋梁の長寿命化修繕計画によるコスト縮減効果の試算） 

０

1,０００

2,０００

3,０００

4,０００

５,０００

０

1００

2００

3００

4００

５００

2
０
1
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０
2
０

2
０
2
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2
０
2
6

2
０
2
９
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０
3
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2
０
3
５

2
０
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2
０
4
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2
０
4
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2
０
4
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０
５
０
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０
５
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０
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０
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９
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０
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2

2
０
6
５

シナリオ1

単年度工事費

【予防保全】

シナリオ2

【事後保全】

シナリオ3

【対症療法】

実績

シナリオ1

累計工事費

シナリオ2 シナリオ3

(単年度工事費・億円)

約２,８００億円のコスト

縮減（５０年間の累計）

約１,０００億円のコスト

縮減（５０年間の累計）

（累計工事費・億円）

（年度）

＜資料＞札幌市 



1９1 

（配水管更新計画の事業量の平準化のイメージ） 

0

50

100

150

200

250

2013 2023 2033 2043 2053 2063 2073 2083 2093

延長（ km ）

更新年度

事業量：約60km /年
事業年数：約80年

更新の山をならす（ 平準化する）

ために、優先順位を基に前倒し

平準化前

平準化後

＜資料＞札幌市 

（下水道本管の延命化によるコスト縮減と改築事業量の平準化のイメージ） 

＜資料＞札幌市 



1９2 

０

1００

2００

3００

4００

５００

6００

７００

８００

保全 建替え・学校 建替え・市営住宅 建替え・市民利用施設 建替え・その他

（億円）

約 １.6 倍

学校

市営住宅

4０
％
増

3００億円→42９億

2０4５年までの3０年間で見ると、

年平均で現在の約4０％増まで

建替え・更新費用の抑制が可能

前倒しによる平準化を行うことでピークに対応し、

持続可能な施設サービスの提供が可能に

（市有建築物の再構築後のイメージ） 

＜資料＞札幌市 



1９3 

将来のまちの姿-２ 

市有建築物については、機能の複合化など、効果的かつ効率的な再配置が進められ

ています 

データからわかる現在のすがた 

①二条小学校はまちづくりセンターと地区会館、児童会館が整備され、複合化や機能

集積が進んでいます。 

②白石区複合庁舎には、区役所機能のほか、保健センター、区保育・子育て支援センタ

ー（ちあふる）、区民センター、えほん図書館など、公的な機能集積のみならず、民間

施設との複合化を行っています。 

①二条小学校 ②白石区複合庁舎 



1９4 


